
１ 地方公務員給与実態調査結果

＜給与水準＞

→ 全地方公共団体平均で１０７．０(前年比８．１ポイント増)

→ ラスパイレス指数１００超は、８７．５％（１，５６６団体）

※１ 全地方公共団体を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を
補正し、国家公務員の俸給月額を１００として計算した指数

※２ ｢参考値｣は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定特例法による措置が無いとした場合の値である。

平成２４年地方公務員給与実態調査結果等のポイント

１０７．０
（参考値９８．９）※２

○ラスパイレス指数※１（全団体平均）

２ 他の給与関連調査結果

＜給与削減措置の状況＞

○ これまで(平成10年度から24年度)の削減影響額は、約２．１兆円
→ 平成２４年４月１日現在における独自の給与削減措置

・団体数 ９６６団体（５４．０％）
・削減影響額 約１，５００億円（年額）


